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・2期で使用するワクチンは、2種混合ワクチンのみです。お問い合わせください。・2期で使用するワクチンは、2種混合ワクチンのみです。
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　予防接種は、ワクチンごとに対象年齢と接種間隔が定められています。いったん接種を開始した後に、定められた接種時期や接種間隔を守れなかった場合、予防接種にかかる費用は、全額個人負担となります。

	予防接種名
	法律等で定められている接種の受け方
	接種券
	備　　考

	
	対象
期間
	接種開始時期
	合計
接種回数
	接種の受け方
	
	

	ヒブ

ワクチン
	生後２か月から５歳に至るまで
	生後2か月から

生後7か月に至るまで
	4回
	初回：生後12か月に至るまでに、27日(医師が必要と認めた場合は20～26日も可)以上の間隔をおいて3回接種。
追加：初回接種終了後7か月以上の間隔をおいて1回接種。
	母子健康手帳とじこみまたは医療機関に備え付け
	・なるべく2～6か月齢で接種を開始しましょう。

・2～11か月齢で接種を開始し、初回接種を終了せずに生後12か月を超えた場合は、最後の接種から27日(医師が必要と認めた場合は20～26日も可)以上の間隔をおいて1回接種し、追加接種とする。

	
	
	生後7か月に至った日の翌日から生後12か月に至るまで
	3回
	初回：生後12か月に至るまでに、27日(医師が必要と認めた場合は20～26日も可)以上の間隔をおいて2回接種。
追加：初回接種終了後7か月以上の間隔をおいて1回接種。
	
	

	
	
	生後12か月に至った日の翌日から生後60か月に至るまで
	1回
	1回接種。
	
	

	小児用

肺炎球菌

ワクチン
	
	生後2か月から

生後7か月に至るまで
	4回
	初回：生後24か月に至るまでに、27日以上の間隔をおいて3回接種。ただし、生後12か月を超えて2回目を接種した場合は3回目を接種しない。

追加：初回接種終了後60日以上の間隔をおいた後で、生後12か月に至った日以降に1回接種。
	
	・なるべく2～6か月齢で接種を開始しましょう。

	
	
	生後7か月に至った日の翌日から生後12か月に至るまで
	3回
	初回：生後24か月に至るまでに、27日以上の間隔をおいて2回接種。

追加：初回接種終了後60日以上の間隔をおいた後で、生後12か月に至った日以降に1回接種。
	
	

	
	
	生後12か月に至った日の翌日から生後24か月に至るまで
	2回
	60日間以上の間隔をおいて2回接種。
	
	

	
	
	生後24か月に至った日の翌日から生後60か月に至るまで
	1回
	1回接種。
	
	


	予防接種名
	法律等で定められている接種の受け方
	望ましい

時　　期
	接種券
	備　　考

	
	対象期間
	接種回数・間隔
	
	
	

	Ｂ型肝炎
	1歳に至るまで
	3回

2回目：1回目から27日以上の間隔をおく。
3回目：1回目から139日以上の間隔をおく。
	生後2か月～8か月
	母子健康手帳

とじこみ
	・平成28年4月1日以後に生まれた人が対象です。

	ジフテリア
百日せき
破傷風
ポ　リ　オ


	1期

初回
	生後3か月から

90か月に至るまで
	20日以上の間隔をおいて

3回接種
	生後3か月～12か月
	母子健康手帳

とじこみ
または
医療機関に

備え付け
	・ジフテリア、百日せき、破傷風、ポリオの予防接種を始める方は、「4種混合ワクチン」を接種してください。

・生後3か月を過ぎたらなるべく早く受けましょう。

・百日せきにかかったことがはっきりしている人は、4種混合や3種混合の代わりに、２種混合を受けることもできます。

	
	1期

追加
	
	1期初回(3回)終了後、6か月以上の間隔をおいて1回接種
	初回(3回)終了後12～18か月に達するまで
	
	

	ジフテリア
百日せき
破傷風

	1期

初回
	
	20日以上の間隔をおいて

3回接種
	生後3か月～12か月
	母子健康手帳

とじこみ
	

	
	1期

追加
	
	1期初回(3回)終了後、6か月以上の間隔をおいて1回接種
	初回(3回)終了後12～18か月に達するまで
	
	

	ポリオ

（急性灰白髄炎）
	1期

初回
	
	20日以上の間隔をおいて

3回接種
	生後3か月～12か月
	医療機関に

備え付け
	・生ワクチンを１回接種した人は初回接種２回、追加接種１回を接種してください。

・生ワクチンを２回接種した人は接種の必要はありません。

	
	1期

追加
	
	1期初回(3回)終了後、6か月以上の間隔をおいて1回接種
	初回(3回)終了後12～18か月に達するまで
	
	

	結　核（ＢＣＧ）
	1歳に至るまで
	1回
	生後５か月～８か月
	母子健康手帳

とじこみ
	

	麻しん（はしか）
風しん（三日ばしか）
	1期
	生後12か月から

24か月に至るまで
	1回
	─
	母子健康手帳

とじこみ
	・1期は、生後12か月を過ぎたらなるべく早く受けましょう。

・2期は､小学校に入学する前年4月1日～小学校に入学する年の3月31日まで。

・ガンマグロブリン注射を受けた人は、3か月（大量療法は6か月）たってから。

	
	2期
	小学校就学前1年間
	1回
	─
	
	

	水痘

（水ぼうそう）
	生後12か月から

36か月に至るまで
	3か月以上の間隔をおいて2回接種
	1回目：生後12か月～15か月

2回目：1回目接種後、6か月～12か月の間隔をおく
	母子健康手帳

とじこみ
または
医療機関に

備え付け
	・水痘にかかったことがある人は対象外です。

・ガンマグロブリン注射を受けた人は、3か月（大量療法は6か月）たってから。

	日本脳炎
	1期

初回
	生後6か月から

90か月に至るまで
	6日以上の間隔をおいて

2回接種
	3歳
	母子健康手帳

とじこみ
	・平成22年４月から接種勧奨が再開されました。

・接種を完了していない平成７年4月2日～平成19年4月1日生まれの方は、20歳未満まで特例で接種できます。詳細は保健センターにお問い合わせください。

	
	1期

追加
	
	1期初回(2回)終了後、6か月以上の間隔をおいて1回接種
	4歳
	
	· 



	予防接種名
	法律等で定められている接種の受け方
	望ましい

時　　期
	接種券
	備　　考

	
	対象期間
	接種回数・間隔
	
	
	

	ジフテリア
破傷風
	2期
	11歳以上13歳未満
	1回
	11歳
	対象者に

送付
	・接種券は小学６年生の４～５月頃に送付しています。

	日本脳炎
	2期
	9歳以上13歳未満
	1回
	9歳
	医療機関に

備え付け
	

	子宮頸がん予防ワクチン（女子のみ）
	小学校6年～
高校1年相当の年齢
	3回
サーバリックス　2回目：1回目から1か月以上の間隔をおく。3回目：1回目から５か月以上かつ2回目から2月半以上の間隔をおく。
ガーダシル　2回目：1回目から1か月以上の間隔をおく。3回目：2回目から3か月以上の間隔をおく。
	中学校1年
	医療機関に

備え付け
	・標準的な接種間隔

【サーバリックス】

2回目：1回目の接種から１か月の間隔をおく
3回目：1回目の接種から6か月の間隔をおく
【ガーダシル】

2回目：1回目の接種から2か月の間隔をおく
3回目：１回目の接種から６か月の間隔をおく


❤子どもの予防接種❤
赤ちゃんがお母さんからもらった病気に対する抵抗力（免疫）は、百日せきなどでは生後3か月までに、麻しん（はしか）などでは生後8か月までに自然に失われるため、この時期を過ぎると、赤ちゃん自身で免疫をつくって病気を予防することが必要となります。これに役立つのが予防接種です。子どもの発育と共に外出の機会が多くなるので、保育園や幼稚園に入るまでに免疫をつけ、感染症にかからないようにしましょう。

予防接種は種類がたくさんあり、回数も多いので、早めに計画を立てて、接種を受けるようにしましょう。
また、必要な場合は複数のワクチンを同時に接種することもできますので、かかりつけの医師に相談しましょう。

わからないことや心配なことがあれば、かかりつけの医師や保健センターに相談しましょう。

❤予防接種の受け方❤

・お子様の体調のよい時に接種を受けてください。明らかに発熱（37.5℃以上）している時は、接種を受けられません。
・子どもの健康状態をよく知っている保護者が連れて行きましょう。

・予防接種を受けるときには、医療機関に必ず母子健康手帳を持っていきましょう。
・接種券に住所・氏名・生年月日などを記入し、予防接種を実施している医療機関に提出します。

・広島市外での接種を希望する場合は、事前に手続きが必要ですので、｢母子健康手帳｣と｢住所と年齢のわかるもの（健康保険証など）｣をもよりの区の保健センターへお持ちください。
・白血病等の長期療養を必要とする病気にかかったことにより、対象年齢内に定期接種を受けられなかった場合には、接種を受けられる場合がありますので、保健センターへお問い合わせください。
❤予防接種の費用について❤

予防接種法に定められた予防接種（表に記載されているもの）の費用は、広島市が負担しますので、無料で接種を受けることができます。

ただし、無料で接種を受けることができるのは、「法律等で定められている接種の受け方」の対象期間内に、接種間隔・回数を守って接種を受けた場合に限ります。定められた期間・間隔・回数を外れた場合、助成の対象とならない上、接種による健康被害が生じた場合に、法に基づく補償が受けられないことがあります。

表に記載のない任意予防接種（おたふくかぜ、ロタウイルスなど）の助成制度はありません。

❤対象年齢の考え方❤

　予防接種法における年齢の計算は、「年齢計算ニ関スル法律」と「民法第143条」により、誕生日の前日に1歳を加えるように定められており、次のとおり解釈します。間違えないように接種してください。 

（例１）「生後３月から生後９０月に至るまでの間」…１０月９日生まれの人は、0歳の１月８日から７歳の４月８日まで 

（例２）「１１歳以上１３歳未満」…１１歳の誕生日の前日から、１３歳の誕生日の前日まで
❤広島市では、定期予防接種を受けるときに、接種券が必要です。－  転入された方、接種券をなくされた方へ －
定期予防接種を完了されていない方は、お住まいの区の保健センターで接種券を交付してもらってください。母子健康手帳と広島市民である旨を証明するもの（住民票の写し、こども医療費受給者証等）が必要です。

なお、市外へ転出されると、接種券は使用できません。
❤予防接種については、広島市ホームページでもご案内しています。最新の情報はホームページでご確認ください。❤
広島市の予防接種　　　【平成30年4月1日現在】





小学校に入学するまでの予防接種








4種混合





3種混合





小学校入学後の予防接種





2種混合





【ご不明な点は下記の各区の保健センターへお問い合わせください。】


中保健センター　　　504-2528�
東保健センター　　　568-7729�
南保健センター　　　250-4108�
�
西保健センター　　　294-6235�
安佐南保健センター　831-4942�
安佐北保健センター　819-0586�
�
安芸保健センター　　821-2809�
佐伯保健センター　　943-9731�
健康福祉局健康推進課　504-2622�
�









